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(1)  4.5 1,193
(2) 11.7 3,021
(3)  2.6 4,081
(4)  1.8 2,067
(5)  4.6 2,385
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ル (4)の1.8 mmが最小であり，モデル (7)の29.6 mmが最
大であった．最大引張力はモデル (4)の53kNで最小とな
り，モデル (7)の336kNで最大となった．最大圧縮力は，







ル (5)からモデル (6)，モデル (6)からモデル (7)でそれぞれ
23％，21％減少したが，中央たわみは80％，257％増加
した．
モデル (1)とモデル (4)に着目すると，鋼材使用量にお
いてモデル (4)はモデル (1)より73％増加したが中央たわ
み，最大圧縮力，最大引張力の各項目において減少して
いる．これは斜めの部材を入れたことや，上方の部材を
斜めに配置することにより縦方向にかかる力をより多く
の部材で受け持つことができるようになったことによる
ものである．
全体を比較するとモデル (4)が中央たわみとトラスの
最大引張力が最小となり，荷重に対し余裕があるトラス
であることが分かった．
3．まとめ
本研究では，ある設計条件のもとでトラス梁の試設計
を行った．設計では許容応力度設計を用いた．複数のモデ
ルを作成し，構造解析ソフトウェアで挙動解析を行った．
トラス一部材を短くすると 中央たわみ，最大圧縮力，
最大引張力の各項目の値は減少した．また，標準的な形
状をしたトラスに斜めの部材を加え，さらに三角形の高
さを変えて半円に近づけると中央たわみ，最大圧縮力，
最大引張力の各項目の値は減少した．さらに，高さ方向
に積み上げた形状のトラスでは，上部を取り除いていっ
ても鋼材使用量が減少する割合はあまり変化しなかった
が中央たわみ，最大圧縮力，最大引張力の各項目の値の
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変化の割合には大きな差が見られた．
モデル (4)では中央のたわみとトラスの最大引張力が
小さくなり，設計条件に対して余裕のあるトラスとする
ことができた．
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